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バ

窓
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大
同

平 成 18年 9月 1日

867名 (平成 18年9月 1日現在 )

３

送

奈

務

第

放

神

総

2

り||

委

去
る
五
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に

お
い
て
神
奈
川
同
窓
会

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

笠
井
政
記
で
ご
ざ
い
ま
す
。

諸
先
輩
方
が
築
か
れ
ま
し
た
神
奈
川
同
窓
会
の

歴
史
と
伝
統
を
し
つ
か
り
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
会

員
皆
様
方
の
た
め
の
同
窓
会
と
し
て
、
更
に
飛
躍
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
面
の
課
題
は
、

一
、
会
負
数
の
増
員

東
京
地
区
の
会
員
数
は
、
猶
に
三
千
人
を
越
え
ま

す
。
神
奈
川
は
、
人
口
も
東
京
に
続
い
て
全
国
で
第

二
位
で
す
。
し
か
し
、
同
窓
会
の
会
員
数
は
、
九
百

人
に
満
た
し
ま
せ
ん
。
積
極
的
に
活
動
し
、
会
員
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
面
は
、
千
人
を

目
指
し
ま
す
。

一
一、
支
部
の
設
置

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
会
員
増
を
図
る

た
め
に
支
部
を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、

減
少
傾
向
に
あ
る
放
送
大
学
生
の
増
加
を
目
指
し

ま
す
。

〓
一、
終
身
会
員
の
検
討

現
在
当
会
員
は
、
終
身
会
員
と

一
般
会
員
の
方
が

混
在
し
て
お
り
ま
す
が
、
経
理
処
理
上
等
に
て
不
合

理
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
統

一
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
社
会
貢
献
事
業
の
継
続

前
会
長
が
足
が
か
り
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
社

会
貢
献
事
業
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
検
　
τ
進
め
、
出

来
る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と
圧
い
ま
す
。

よ
く
、
会
社
の
経
営
は
、
「資
本
と
経
営
と
労
働

と
が
完
全
な
る
三
位

一
体
で
な
け
れ
ば
発
展
は
な
い
」

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
，」の
同
窓
会
に
て
も
同
じ

様
な
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
進
む
べ
き
理
想
的
な
同
窓
会
と
は
、

資
本
す
な
わ
ち
出
資
者
（会
員
の
皆
様
）、

経
営
す
な
わ
ち
執
行
部

一
同
、

労
働
す
な
わ
ち
学
校
事
務
局
の
ご
協
力
の
二
位

一
体
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
一ら
の
う
ち
ど
れ
が
欠
け
て
も
同
窓
会
は
成

立
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
結
び
つ
き
が
完
全
で

な
い
場
合
は
、
絶
対
に
発
展
い
た
し
ま
せ
ん
。
如
何

な
る
困
難
に
会
お
う
と
も
完
全
な
る
三
位

一
体
に

な
る
な
ら
ば
、
そ
の
底
力
に
よ
つ
て
ど
ん
な
荒
波
で
も

乗
り
越
え
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
も
の
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
、

ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

第
十
七
回
放
送
大
学
神
奈
川
同
窓
会
通
常
総
会

が
、
平
成
十
八
年
五
月
十
四
日
（日
）午
後

一
時
か

ら
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
第

一
講
義
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笠
井
理
事
の
司
会
に
よ

り
、
議
長
団
及
び
書
記
団
選
出
の
後
、
次
の
議

案
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
十
七
年
度
活
動
報
告

二
、
平
成
十
七
年
度
収
支

・
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告

三
、
平
成
十
七
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

活
動
報
告

四
、
平
成
十
七
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

収
支

。
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

五
、
平
成
十
八
年
度
活
動
計
画

（案
）

六
、
平
成
十
八
年
度
収
支

・
予
算

（案
）

七
、
平
成
十
八
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

活
動
計
画

（案
）

人
、
平
成
十
八
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

収
支

・
予
算

（案
）

九
、
平
成
十
八
年
度
役
員
選
任

（案
）

以
上
九
件
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【総
会
成
立
の
確
認
】

会
員
総
数

人
五

一
名

（平
成
十
八
年
二
月
二
十

一
日
現
在
）

出
席
者
数

〓
一十
六
名

委
任
状
数

二
七
七
名

合
計

〓
三

〓
一名

会
則
第
十
二
条
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。
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科    目 予算額 決算額 差 異 摘 要
(1)前年度繰越金
(2)本年度収入

①入会金
②年度会費
③寄付金
④利子

⑤会員名簿引当金

⑥ 雑収入

3,693,888

1,307,000

250,000

851,000

5,000

1,000

100,000

100,000

3,693,888

852,757

240,000

404,000

8,640

117

100,000

100,000

0

△ 454,243

△  10,ooo

△ 447,000

3,640

△ 883

0

0

会員名簿引当金40万円含む

入会者 48口

会員延べ 回数 404口

5年毎発行の名簿作成費用として5年 目。個人
情報保護法により保留する

連合会からの補助金

合計 (1)十(2) 5,000,888 4,546,645 △ 454,243

1又入の音F
平成17年度同窓会収支決算書

平成17年度フォスターロプラン収支決算書

単位 :円

単位 :円

支 出の部

科   目 予算額 決算額 差 異 摘 要
(1)本年度経費支出
A活 動費

①会報費
②活動運営費
③卒業祝賀運営費

3事 務運営費
①連合会活動費
②会議費
③交通費
④通信費
⑤振替手数料費
⑥消耗品費
⑦交際費
③雑費
⑨HP準備金

⑩予備費

①会員名簿引当金

(2)次年度繰越金

1,260,000

400,000

200,000

150,000

50,000

860,000

0

20,000

100,000

300,000

30,000

20,000

20,000

20,000

150,000

100,000

100,000

3,740,888

707,708

207,331

119,840

69,338

18,153

500,377

0

2,660

65,840

250,730

27,240

8,697

2,000

6,410

0

36,800

100,000

3,838,937

552,292

192,669

80,160

80,662

31,847

359,623

0

17,340

34,160

49,270

2,760

11,303

18,000

13,590

150,000

63,200

△ 98.049

波濤第29号、30号印刷

講演会、見学会、フォスターロプラン、社会貢献
9月卒業祝賀会補助

役員会コピー代

役員会交通費

総会資料、波濤発送

会費等振替手数料
宛名ラベル、事務用品

対外交際費

備品代

次年度へ繰越

神奈川センター長 森谷正規教授の公開講演会協催
5年毎発行の名簿作成費用として5年 目。個人
情報保護法により保留する

r)言十(1)―卜(2)    5,000,888 4,546.645 454.243

備品目録 パソコン及びプリンター各1台  平成15年度購入

禾斗   目 予算額 決算額 差 異 摘 要

収
　
入
　
部

1前年度繰越金

2寄付
3同窓会より助成金
4貯 金利子

985,149

320,000

10,000

50

985,149

315,200

10,000

17

4,800

0

33

援助金基金を含む
138件 (内133件は口座振込)

本年度収入計 330,050 325,217 4,833

1 計 1,315,199 1,310.366

支
　
出
　
部

1援助金

2活 動費
3事務費-1

4事 務費-2

5通信費
本年度収出計

次年度へ繰越

300,000

10,000

15,000

10,000

335,000

980.199

300,000

0

10,210

3,273

7,794

321,277

989,089

0

10,000

4,790

-3,273

2,206

13,723

-8,890

5人分(¥5000X12ケ月x5人)

口座振込手数料 他

振込用紙印刷代 他

切手ハガキ 封筒代

△
口 計 1,315,199 1,310,366
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本
会
は
、
会
員
の
親
睦
、
情
報
の
交
換
、
相
互
研
鑽
、
社

会

へ
の
貢
献
、
放
送
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
魅
力
あ
る
同
窓
会
と
な
る
よ
う
左
記
の
通

り
活
動
を
計
画
す
る
。

一
、
講
演
会
開
催

五
月
十
四
日
（日
）
　

総
会
終
了
後

演
題
　
な
ぜ
日
本
人
は
珈
琲
を
好
き
に
な

っ
た
の
か
？
」

講
師
　
放
送
大
学
助
教
授
　
坂
井
素
思
先
生

二
、　
六
月
四
日
（日
）
　

「健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

江
ノ
電

・
鎌
倉
の
旅
」

三
、　
行
事
予
定

①
人
月
二
十
七
日
（日
）

フ
ェ
ス
タ

・
ヨ
コ
ハ
マ
共
催

②
十
月

一
日
（日
）
　
　
　
一午
業
祝
賀
会
共
催
お
よ
び

新
規
会
員
の
募
集
活
動
実
施

③
十
月
二
十
九
日
（日
）

日
光
街
道
の
初
宿

・
千
住
と

芭
蕉
旅
立
ち
の
足
跡
を
た
ど
る

詳
細
は
七
頁
の
企
画
だ
よ
り
に
あ
り
ま
す

④
二
月
十
八
日
（日
）
　

映
　
画
　
鑑
　
賞
　
会

詳
細
は
七
頁
の
企
画
だ
よ
り
に
あ
り
ま
す

⑤
二
月
二
十
四
日
（土
）
卒
業
祝
賀
会

へ
の
参
画
及
び

新
規
会
員
募
集
活
動
実
施

⑥

役
員
会
開
催
　
　
年
人
回
な
い
し
九
回

⑦
会
報

「波
涛
」
　

発
刊

年
二
回

③
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
活
動

へ
の
参
加

発
展
途
上
地
域
の
子
供
と
そ
の
家
族
、
地

域
に
対
す
る

経
済
的
、
精
神
的
援
助
を
目

的
と
す
る
。

活
動
は
主
に
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
実
行
委
員
会
に
よ
る

四
、
そ
の
他

放
送
大
学
同
窓
会
連
合
会

へ
の
参
画

身
近
な
社
会
貢
献
活
動

へ
の
参
画

平
成
十
人
年
度
　
　
　
　
．　
●
●
一
　
一■

●
・　
　
フ
オ
ス
タ
ト

・
プ
ラ‐
ン
活‐‐
動
計
一画

フ
オ
ス
タ
ー

・
ペ
ア
レ
ン
ト
か
ら
送
ら
れ
る
援
助
金
は
、
フ
オ
ス

タ
ー

・
チ
ャ
イ
ル
ド
や
そ
の
家
庭
を
支
援
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
で
実
施
す
る
こ
れ
ら
の
ブ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
供
と
そ
の
家
族

。
地
域
に
対
す
る
精
神
的
援
助

も
行

っ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
金

を
基
に
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
ペ
ア
レ
ン
ト
と
し
て
現
在
五
人
の
チ
ヤ

イ
ル
ド
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
以
下
の
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

一
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
チ
ヤ
イ
ル
ド
五
人

へ
の
資
金
援
助
と
、

文
通
な
ど
に
よ
る
交
流

二
、
同
窓
会
会
員

へ
の
募
金
活
動

（年

一
回
「波
濤
」
に
振
込
用
紙
を
同
封
）

三
、
講
演
会

・
勉
強
会
の
開
催

四
、
広
報
活
動
の
促
進

参
考
資
料

（チ
ャ
イ
ル
ド
の
写
真
、
手
紙
、

成
長
記
録
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示

学
習
セ
ン
タ
ー
談
話
室

フ
ェ
ス
タ

・
ヨ
コ
ハ
マ
」
会
場
等

会
報

「波
濤
」
に
活
動
報
告
を
掲
載

五
、
チ
ャ
イ
ル
ド
の
母
国
大
使
館
や
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換

及
び
、
チ
ャ
イ
ル
ド
訪
間
の
検
討

て ど衛 途 フ プ ス献
い 多 生 上 ォ ラ タ

L本

ま岐 。国 ス ン |の 同

を開保 の  夕本 ヘ

進 発 健 発  |フ の
め な 。展  。オ貢

第20回 放送大学神奈川学習センター学圏祭

フェスタ・ヨ富ハマ

醸奪鱗餞1'壼 輌々
`鶴

とこる| 輩ヽ
`置

鑢●lr:4.、 ャ離10理30,燿 攘

議1降 繭 人肇饉 苺黙 畿fi織 ↑

贅藤金t腱1費 藝獲歯バー予{―)角噸籟職 =0,が う

放
送
大
学
長
　
丹
保
憲
仁
先
生
講
演

今
我

々
の
い
る
と

こ
ろ

二
十

一
世
紀

の
日
本

arゐ

<議論百出の活発な審議が行われた総会の風景>
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平成18年度同窓会収支予算書
1.J又入 の 音F 単位 :円

不斗   目 予 算 額 摘  要
(1)前年 度 繰 越 金
(2)本年 度 収 入

① 入会金

② 年度会費

③寄付金

④禾il 子

⑤記念誌発行引当金

3,838,937

1,623,000

250,000

867,000

5,000

1,000

500,000

会 員 名 簿 引 当金 50万 円含 む

入 会 者 50名

`当

員  867名

会 員 名 簿 引 当金 5年 を終 了 したが 、 個 人 情 報
保 護 法 により保 留

合   計 5,461,937

2.支 出 の 部

不斗   目 予 算 額 摘   要

発費 支 出

費

GD`当幸風畢菱
②活動運営費
③卒業祝賀運営費

事務運営費
①連合会活動費
②会議費
③交通費
④通信費
⑤振り替手数料
⑥消耗品費
⑦交際費
③雑費
⑨HP準 備金

⑩予備費

① 記念誌発行 引当金

(2)次年度 繰 越 金

(1)

A 400,000

200,000

150,000

50,000

1,260,000

0

20,000

100,000

300,000

30,000

20,000

20,000

20,000

150,000

100,000

500,

3,801,937

会 報 「波濤 」F口刷

講演会 、見学会 、フォスター ロプラン、社 会 貢献等
9月 卒 業祝 賀会補 助

役 員会 資料

役 員会

総会 資料 、「波濤 」発送 費

会 費 等振 替 手 数料

宛 名ラベル 、事 務 用 晶

対外 交 際 費 (他同窓会 との交流 等 )

備 品代
HP作 成準 備 金 (前年度 より繰越 )

会 員名簿 引 当金 5年を終 了したが 、個 人情 報 保
護 法 関連 により記 念 誌発 行 引 当金 に変更

合   計 5,461,937

平成18年度フォスターロプラン予算書
1 1又 入 の 音F 単位:円

科 目 予 算 額 摘  要

( 1 )前 年 度 よ り繰 越
(2)寄 付

(3)同 窓 会 よ り助 成 金

(4)貯 金 利 子

平 成 18年 度 収 入 計

989,089

320,000

10,000

50

330,050

援 助 金 基 金 30万 円 を 含 む

前 年 度 決 算 額 参 考

合  計 1,319,139

2支 出 の 部

科 目 予 算 額 摘  要
( 1 )援 助 金
(2)活 動 責
(3)事 務 章
(4)通 信 責
′卜 言十

次 年 度 へ 繰 越

300,000

10,000

15,000

10,000

335,000

984,139

チ ヤ イ ル ド5人 分

援 助 金 基 金 30万 円 を 含 む

合  計 1,319,139
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演
題

な
ぜ
日
本
人
は
珈
琲
を

好
き
に
な
つ
た
の
か
？

志

賀

健

三

五
月
十
四
日
（日
）総
会
終
了
後
に
坂

井
先
生
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

現
在

先
生
は
放
送
大
学
本
部
で
放
送

大
学
大
辞
典
を
編
纂
さ
れ
て
い
て
、
」ゝ

の
辞
書
は
各
分
野
の
知
識
を
他
の
分
野

と
結
び
つ
け
て
ゆ
く
と
い
つ
役
割
が
期

待
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

講
演
の
冒
頭
で
珈
琲
と
の
出
会
い
に
つ

い
て
の
思
い
出
を
幾
人
か
の
方
に
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
記
憶
を
た
ぐ

り
よ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
思
い
浮
か

び
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ

日
本
人
が
コ
ー
ヒ
ー
を
好
き
に

な
つ
た
の
か
を
考
え
る
糸
口
と
し
て
、
一二

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一

つ
に
は
ど
の
よ
う
に
出
会
っ
た
の
か
。
江

戸
後
期
貧

八
〇
四
年
）
大
田
蜀
山
人

は
「焦
げ
く
さ
し
味
ふ
る
に
堪
ず
」と
評

し
て
い
る
。
ン」の
よ
う
に
コ
ー
ヒ
ー
は
外

来
の
文
化
と
し
て
、
新
し
い
も
の
、
も
の

珍
し
い
も
の
と
し
て
、
ほ
ん
の
一
部
の
特

権
階
級

の
人
々
の
み
に
よ
つ
て
認
識
さ

れ
る
商
品
と
し
て
、
日
本
人
の
前
に
出

現
し
た
。

一
ろ
に
は
消
費
が
急
激
に
伸
び
た
プ
ロ

セ
ス
は
。
日
本

　
工場
労
働
な
ど
が
盛

ん
に
な
つ
て
き
て
お
り
、
労
働
と
両
立
で

き
る
興
奮
剤
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

三
つ
に
は
喫
茶
店
は
ど
の
よ
う
な
影

響
を
あ
た
え
た
か
。
チ
エ
ー
ン
店
カ
フ
エ

ー
パ
ウ
リ
ス
タ
の
誕
生
に
よ
り
喫
茶
店

の
点
か
ら
線
へ
の
展
開
へ
の
端
緒
を
ひ
ら

い
た
。
そ
の
結
果
、
暫
定
的
で
中
間
的
な

結
論
と
し
て
大
衆
化
、
覚
醒
文
化
の
必

要
性
、
喫
茶
店
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
消
費
の
展
開
な
ど
が

社
会
経
済
要

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

珈
琲

一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
日
本
経

済
の
移
り
変
わ
り
の
様
相
や
背
景
が
見

え
て
き
て
興
味
深
い
。
後
日
、
コ
ー
ヒ
ー

消
費
の
急
激
な
伸
び
に
は
手
頃
な
値
段

へ
の
変
化
が
、
一
つ
の
要
因
と
し
て
あ
つ

た
の
で
は
と
疑
間
を
持
っ
た
の
で
、
値
段

史
年
表
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
見
事
に

外
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に

一
九
〇
〇
年

か
ら

一
九
二
〇
年
に
か
け
て
国
家
公
務

員
の
初
任
給
は
お
お
か
た
五
十
円
か
ら

七
十
円
台
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、

コ
ー
ヒ
Ｉ
Ｈ杯
の
値
段
は
二
銭
か
ら
十
銭

で
寧
ろ
値
上
が
り
傾
向
で
し
た
か
ら
。

今
回
は
戦
前
の
資
料
を
中
心
に
お
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
次
回
に
は
ぜ
ひ
戦

後
に
つ
い
て
も
、
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
講
演
会
終
了
後
は
先
生
を
囲
み

「玄
や
」
で
に
ぎ
や
か
に

懇
親
会
が
行

わ
れ
、
懇
親
会
終
了
後
は
喫
茶
店
へ、
そ

れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
酪
酎
文
化
と
覚
醒

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

頼

成

敦

子

坂
井
素
思
先
生
の
コ
ー
ヒ
ー
の
講
演
で

「体
制
に
関
係
な
く
、
絆
が
弱
け
れ
ば
弱

い
ほ
ど
、
強
い
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
心
ひ
か
れ
ま
し
た
。

「男
の
好
青
年
の
ネ
ッ
ト
」
も
そ
う
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
二
つ
の
例
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
昭
和
三
十

一
年
頃
叔
母
は
四
畳
半
十

部
屋
の
本
造
三
階
建
て
ア
パ
ー
ト
を
建
て

ま
し
た
が
、
古
く
な
つ
た
あ
る
日

私
は
契

約
書
を
整
理
し
て
い
て
叔
母
に
「東

芝
の

人
達
だ
け
権
利
金
ナ
シ
だ
け
ど
な
ぜ
？
」

と
。
叔
母
は
「中
学
を
出
て
す
ぐ

親
元
を

離
れ
た
の
だ
ぞ
。
安
給
料
で
さ
。
権
利
金

を
取
れ
る
か
？
Ｌ
そ
の
気
持
ち

を
み
ん

な
は
知
っ
て
い
た
の
？
Ｌ
知
ら
な
か
つ
た
だ

ろ
う
な
あ
」
と
の

」と
。

②
昭
和
四
十
年
代
の
事
。
同
じ
叔
母
は
銀

行
の
若
い
男
の
担
当
者
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
を

お
ご
ら
れ
ま
し
た
。
「い
い
と
言
う
の
に
」

「ご
ち
そ
う
さ
ん
、
と
は
言
っ
た
け
ど
、
安

月
給
の
子
か
ら
お
ご
ら
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
な

ん
て
う
ま
く
な
か
つ
た
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
言
い
方
が
お
か
し
く
て
私
は
ふ
き
だ
し

ま
し
た
。

二
例
で
は
安
月
給
で
も

一
生
懸
命
働
く

若
者
。
叔
母
は
「
お
金
を
大
切
に
ね
」
と

い
う
気
持
ち
。

③
私
が
見
た
好
青
年
。
一
一，
〓
一年
前
の
事
。

私
は
東
海
道
線
で
青
年
に
席
を
譲
ら
れ
ま

し
た
。
間
も
な
く
彼
は
顔
の
汗
を
拭
き
、
汗

の
量
が
多
く
な
つ
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
一
駅
だ
け
で
し
た
か
ら
お
礼
を
述
べ
て
降

り
ま
し
た
。
後
日
「老
年
の
女
性
に
席
を
譲
っ

て
大
汗
を
か
く
な
ん
て
い
い
感
じ
！
」と
思

い
、
人
間
研
の
○
○
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。

彼
女
も
「い
い
お
話
で
す
ね
。
い
ま
ど
き
そ

う
い
う
若
い
人
が
い
る
な
ん
て
嘘
み
た
い
」

と
お
っ
し
や
っ
た
の
で
彼
を
好
青
年
に
推
薦

い
た
し
ま
し
た
。

◎

ま
と
め

彼
ら
好
青
年
は
体
制
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
彼
ら
は
知
り

合
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
絆
も
あ
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
好
青
年
と
い
つ
共
通
の

ネ
ッ
ト
で
強
く
結
ば
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
好
青
年
の
存
在
は
こ
の
例
だ
け
で
は
な

い
」と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎

反
省
点

坂
井
先
生
の
講
演
は
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
実
証
的
で
あ
り
ま
し
た
。
私

の
方
は
好
青
年
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん

じ
物
的
証
拠
は
賃
貸
契
約
書
だ
け
で
す
か

ら
実
証
性
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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鯉

沼

正

弘

六
月
四
日
、
午
前
九
時
半
横
浜
市
営
地

下
鉄
線
、
湘
南
台
駅
東
口
を
出
発
す
る
。

天
候
は
ま
ず
ま
ず
。
十
五
分
も
歩
く
と
境

川
に
で
た
。
川
幅
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
、

城
山
湖
附
近
を
源
流
に
町
田
市
ほ
か
四
市

を
流
れ
相
模
湾
に
注
い
で
い
る
、
境
川
沿
い

に
は
大
和
か
ら
藤
沢
に
至
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
道
は
自
転

車
と
歩
行
者
兼
用
で
自
転
車
と
頻
繁
に
行

き
交
う
お
揃
え
の
■
ラ
オ
ー
ム
を
着
た

一

団
高
齢
者
夫
婦
、
親
子
ず
れ
が
思
い
思
い

の
服
装
で
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い
る
。
川
を

挟
ん
で
遠
く
に
な
だ
ら
か
な
丘
陵
が
続
く
。

田
植
え
を
し
て
い
る
人
々
も
見
え
る
。

朝
は
曇
っ
て
た
が
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て

晴
れ
、
少
々
暑
い
、
誰
か
が
「あ
の
赤
い
屋

根
の
家
で
お
い
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
造
っ

て
い
る
」と
の
声
。
し
か
し
、
時
間
が
な
い
、

次
に
と
つ
て
お
こ
う
。
か
な
り
歩
い
た
。
土

手
で
一
服
す
る
。
ふ
と
水
面
に
黒
い
影
、
目

を
凝
ら
す
と
鯉
の
群
れ
だ
。
か
な
り
大
き

く
数
十
匹
い
る
よ
う
だ
。
ン」れ
か
ら
も
清
流

が
続
く
こ
と
を
願
う
。

お
腹
も
大
分
空
い
た
。
今
日
は
休
憩
所
で

食
事
を
取
る
。
し
ば
ら
く
の
間
、
思
い
思
い

の
話
題
に
ふ
け
る
。

「出
発
の
声
」で
藤
沢

駅
に
向
か
っ
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
再
開
す
る
。

下
水
処
理
場
を
左
手
に
、
藤
沢
市
民
病
院

が
右
手
に
見
え
て
く
る
と
間
も
な
く
江
ノ

電
藤
沢
駅
も
近
い
。

藤
沢
駅
で
切
符
を
も
と
め
電
車
に
乗
り

込
ん
だ
車
両
は
、
四
両
連
結
う
ち
二
両
は

レ
ト
ロ
風
。
電
車
は
走
り
始
め
た
が
何
と
も

遅
い
。
軒
先
を
か
す
め
、
す
ま
な
そ
う
に
走

る

台
所
の
臭
い
が
車
内
に
漂
っ
て
き
そ
う
だ
。

鵠
沼
を
過
ぎ
江
ノ
島
駅
に
到
着
し
た
。

人
出
は
多
い
。
腰
越
か
ら
長
谷
の
間
は
、
目

の
前
が
開
け
車
窓
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い
。

私
た
ち
は
長
谷
駅
で
下
車
し
た
。
長
谷
寺
、

鎌
倉
文
学
館
、
一局
徳
院
へ
と
歩
み
を
進
め

た
。

高
徳
院
の
境
内
に
あ
る
「あ
る
碑
」
に
つ
い
て

触
れ
た
い
。　
薄
暗
い
境
内
の
片
隅
に
「ス
リ

ラ
ン
カ
の
シ
ヤ
ヤ
ワ
ル
デ
ネ
大
統
領
の
碑
」

が
あ
る
。
碑
に
は
、
「昭
和
二
十
六
年
九
月
、

サ
ン
Ｚ
フ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
譲
、
出
席
各
国

代
表
に
向
か
っ
て
、
日
本
に
対
す
る
寛
容

と
愛
情
を
説
き
、
日
本
に
対
す
る
賠
償
請

求
を
放
棄
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
更
に

一

部
の
国
々
の
主
張
し
た
日
本
の
分
割
に
真

向
か
ら
反
対
し
こ
れ
を
退
け
た
」と
あ
っ
た
。

鎌
倉
を
散
策
す
る
人
々
は
、
相
変
わ
ら
ず

多
い
。
折
か
ら
祭
礼
と
重
な
り
、
車
は
渋
滞
、

人
々
は
道
に
あ
ふ
れ
大
変
な
販
い
で
あ
る
。

足
の
疲
れ
も
あ
る
が
心
地
よ
い
初
夏
の
一

日
を
過
ご
し
た
。

以
上<鎌 倉文学館前で>

市

川

つ
わ

「海
を
見
た
い
Ｌ
運
動
不
足
を
解
消
し
た

い
―
」と
日
ご
ろ
か
ら
頭
の
隅
に
あ
る
思
い
を

叶
え
て
く
れ
る
よ
う
な
企
画
に
一
ヶ
月
以
上

も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
同
窓
会

行
事
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
の
」と
で
あ
り
、

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一ハ
月
四
日
（日
）
朝

九
時
三
〇
分
に
集
合
場
所
に
行
く
と
、
皆
さ

ん
が
親
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
お
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

参
加
者
は
男
性
六
人
、
女
性
四
人
の
合
計

十
人
で
、
お
天
気
は
朝
９
９
ち
は
曇
っ
て
い
ま

し
た
が
、
日
中
は
陽
射
し
が
強
く
、
日
焼
け

を
気
に
し
な
が
ら
の
一
日
で
し
た
。

ま
ず
は
湘
南
台
駅
か
ら
境
川
自
転
車
歩
行

者
道
路
に
入
り
、
藤
沢
駅
ま
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
道
々
、
川
沿
い
の
土
手

に
咲
く
花
を
見
つ
け
て
は
、
幹
事
の
芝
崎
芳

和
さ
ん
お
得
意
の
カ
メ
ラ
で
撮
ら
れ
た
草
花

の
写
真
資
料
と
見
比
べ
た
り
、
川
の
鯉
や
畑
の

作
物
を
眺
め
な
が
ら
２
時
間
あ
ま
り
長
閑
な

田
園
風
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

藤
沢
駅
か
ら
江
ノ
電
に
乗
り
、
さ
あ
、
次
は

海
を
見
る
番
で
す
。
進
行
方
向
右
側
に
座
り

車
窓
か
ら
し
ば
ら
く
外
を
見
て
い
る
と
突
然

青
い
海
原
と
白
い
帆
の
ヨ
ッ
ト
や
サ
ー
フ
ア
ー

の
姿
が
日
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

打
ち
寄
せ
る
波
や
海
の
輝
き
が
懐
か
し
く
、

今
で
は
あ
ま
り
行
く
こ
と
の
な
い
故
郷
の
海

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
の
故
郷
は
八
丈
島
で

す
。
湘
南
の
海
と
は
大
分
違
う
の
で
す
が
こ
の

海
の
彼
方
に
人
丈
島
が
あ
る
の
だ
と
思
う
と
、

水
平
線
を
眺
め
て
い
る
ギ
　́
で
心
が
和
み
ま

す
。
次
回
は
海
辺
ま
で
行
っ
て
、
潮
騒
や
潮
の

香
り
を
満
喫
し
た
い
で
す
。
海
は
私
に
と
つ
て

心
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

最
後
は
長
谷
駅
で
電
車
を
降
り
、
長
谷
観

立日
、
鎌
倉
文
学
館
、
大
仏
様
を
見
学
し
ま
し

た
。
長
谷
寺
の
紫
陽
花
散
策
路
を
登
り
つ
め

た
高
台
か
ら
の
眺
望
は
、
由
比
ガ
浜
が
と
て

も
美
し
く
、
し
ば
し
見
惚
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

紫
陽
花
の
見
ご
ろ
に
は
少
し
早
く
、
も
う

一

度
訪
れ
た
い
場
所
で
す
。

鎌
倉
文
学
館
で
は
与
謝
野
寛
占
田
子
展
が

催
さ
れ
て
お
り
、
お
二
人
の
多
く
の
資
料
が

展
示
さ
れ
、
ま
た
、
館
内
に
は
大
佛
次
郎
、

川
端
康
成
、
小
林
秀
雄
な
ど
鎌
倉
ゆ
か
り
の

文
学
者
自
筆
の
原
稿
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
、

そ
の
時
代
の
文
化
や
生
活
様
式
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
し
た
。
建
物
や
庭
園
も
美
し
く

ま
た
、
谷
フ
ン
ダ
か
ら
み
る
景
色
は
、
長
谷
寺

で
み
た
風
景
と
同
様
に
海
が
見
え
、
周
囲
の

緑
と
マ
ッ
チ
し
て
そ
れ
は
も
う
言
葉
で
は
言
い

尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
空
間
で
し
た
。

久
し
振
り
に
二
五
〇
〇
〇
歩
あ
る
き
、
期

待
以
上
の
美
し
い
海
に
出
会
え
、
そ
し
て
素

敵
な
お
仲
間
に
も
出
会
え
て
（地
元
銘
菓
、

お
煎
餅
、
鎌
倉
ア
イ
ス
な
ど
た
く
さ
ん
の
差
し

入
れ
、
ご
馳
走
様
で
し
た
）、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

江ノ電の路線

でんしゃ
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『イ企≫ヾ薩夢プえ よ  り 』

日光街道の初宿 ・千住 と芭蕉旅立ちの足跡をたどる
開催 日程 :平成 18年 10月 29日 (日)

集合場所 :」 R横 浜駅 東海道線上 リホーム 最後部付近

集合時間 :午 前 10時

江戸深り||の採茶庵を舟で発つた芭蕉は、千住大橋のたもとに降り立ち、ここから奥の細道の長い旅路が始まった。
「行く春や 鳥喘き魚の 日は渭」。親しい人々に舟で送られ、千住に上ると、これから前途はるかな旅路につく

のだという思いで胸が一杯になった。この情景をメインテーマに我々も旅を始めます。

」R横 浜駅

やっちゃば

」R横 浜駅
(徒歩時間

→ 」R上 野駅経由→ JR常 磐線南千住駅→回向院→スサノオ神社→大橋公園→
(青果市場)跡 →勝専寺→本陣跡→伝馬屋敷 (横山家)→ 名倉医院→ 」R北 千住駅→

→懇親会→解散 (18時 予定)
1時 間 30分 程度、 所要時間 3時 間)
皆様、お誘い合わせて是非ご参加下さい。  幹事 :木 村勝 紀 ・芝 崎芳和 ・滝 本和子
木村 勝紀
ハガキ  :〒 245-0006 横浜市泉区西が岡 1-19-23
0 4 5 - 8 1 4 - 2 9 0 1

kimukatu@eeo catv―yokohama.ne.jp

平成 18年 10月 28日 (土)

昼食弁当、健康保険証
:各自負担

申込み先

申込方法

電  話
eメ ール

申込締切

携 帯 品

費  用

「映画のお話」と 「映画鑑賞会」のお知らせ

毎年 ご好評を頂いてお ります 「映画のお話」 と 「映画鑑賞会」を下記の要領にて開催致 します。
皆様奮ってのご参加 をお待ち申し上げます。

1 開催 日 :平成 19年 2月 18日 (日) 13:00～ 16:00
2 会 場 :放送大学神奈川学習センター内 講義室

3 プログラム
(1)   第 1部  「映画のお話」 13:00～ 14;00

演題 :「戦後 ヨーロッパ映画の輝 き」
講師 :西浦久晏氏 横浜映画研究会会員 放送大学卒業

(2)   第 2部  「映画鑑賞会」 14:10～ 16:00

上映作品 :「 ひまわ り」  1970年 イタリア映画
監督 ヴィッ トリオ ・デ 0シーカ

主演 ソフィア ・ロー レン
マルチェロ 0マ ス トロヤンニ

音楽 ヘンリー ・マンシーニ

むか し懐か しい映画ですね。地平線にまで及ぶひまわ り畑の美 しさ、
一途な愛 と戦争の悲劇を描いた名作です。

『企画だより』 企画担当 芝崎芳和  0466-250090

一人でも多くの同窓生と集える機会を作るために毎年企画をしています。
是非、お気軽にご参加 ください。
又、何か企画にご提案などありましたらお教え下さい。
参考にさせて頂き、よりよい同窓会にしたいと思つています。
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同
窓
会
で
は
、
活
動
の

一
つ
で
あ
る

「社

会

へ
の
貢
献
」
の

一
環
と
し
て
、　
一
九
九

一

年
よ
り

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
」
活
動
に

鯵
劉
髪
」
漿
鶴
卿
薇
け
だ
凛

ス 様
か
陽

・ の
場
鋤

イ
ル
ド
の
支
援
を
し
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

当
実
行
委
員
会
の
活
動
も
と
で
あ
る

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
協
会
」
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
と
は

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
は
、
国
連
に
公
認

・

登
録
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
、

民
間
で
非
営
利
の
国
際
援
助
団
体
の
こ
と
。

特
定
の
宗
教
や
政
治
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
の
始
ま
り
は

一
九
二
七
年
。
現
在
、
ア

ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

。
中
南
米
の
四
十
五
ケ
国

で
、
地
域
の
人
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
の

カ

ロ 上
た

エロ
猪
」
ど
影
眺
一
時
量
％
嘲

「
発

理
鋤

ス
タ
ー
」
と
は
、
英
語
で
、　
コ
ロ
て
る

。
奨

励
す
る
』
と
い
う
意
味
。
貧
困
に
よ
る
深
刻

な
問
題
を
抱
え
た
途
上
国
の
な
か
で
、
最
も

弱
い
立
場
に
あ
り
影
響
を
受
け
や
す
い
の
は
、

子
ど
も
た
ち
で
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
持
て
る
明
日
を

実
現
す
る
た
め
に
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

は
子
ど
も
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
声
を
尊
重

し
た
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
を
行

つ
て
い
ま
す
。

大
切
な
二
つ
の
活
動
方
針

一
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
び
と

の
生
活
環
境
を
整
え
、
彼
ら
が
能
力
を
発

揮
し
、
村
づ
く
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

二
、
世
界
中
の
異
な
る
文
化
を
持

つ
人
び
と

が
互
い
を
尊
重
し
、
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
し
ま
す
。　
一
方
通

行
で
は
な
い
、
心
の
通

っ
た
協
力
関
係
を

目
指
し
ま
す
。

三
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健
康
な
生
活
を

雄軋菫曖ひ贅雌橘規詢胆榊れわ難悧

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

五
分
野
で
の
地
域
開
発

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
そ
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
生
活
環
境
作
り
。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
フ
オ
ス
タ
ー

・

プ
ラ
ン
で
は
以
下
の
５
つ
の
分
野
で
活
動
を

行

つ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
や

意
志
に
よ
つ
て
、
活
動
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま

に
変
わ
る
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
の
は

ほ
ん
の

一
例
で
す
。

ｘ
保
健
医
療
と
子
ど
も
の
成
長

ｘ
教
育
と
学
習

ｘ
住
ま
い
と
生
活

ｘ
住
民
と
生
計

ｘ
相
互
理
解
と
協
力

日
本
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
協
会

Ｃ
知
ｒ
〓̈
げ
一り
＼̈
＼
超ヨヨン
ｏ
中∞
５
１
」
”も
∞
●
・
〇
『
∞

会
員
の
皆
様
か
ら
の
援
助
金
は
、
フ
オ
ス

タ
ー

・
チ
ャ
イ
ル
ド
と
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
多
岐
に
わ
た
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
や
、
チ
ャ
イ
ル
ド
と
そ

の
家
族

・
地
域
の
精
神
的
援
助
も
行

っ
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
実
行
委
員

委
員
長
　
　
笠
井
　
政
記

〈
本
　
　
Ｆ又

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局

監  会  企

事  計  画

口貝
」

任
　
役

「退

五
十
嵐

一
成

。
松
岡
和
正

・
椎
橋
秀
光

（皆
様

長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
）

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
実
行
委
員
」

政
記

笠
井

委
員
長

委
　
曰貝

大
泉
ト
ク

・
坂
本
春
江

・
志
賀
健
三

千
葉
良

一
・
藤
井
輝

・
星
礼
子

森
西
節
子
　
　
　
　
　
―

神
奈
川
同
窓
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
、

入
会
時
に
入
会
金
五
千
円
、
年
度
会
費
と
し

て
千
円
を
納
入
し
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

十
「『
特
］
¨
証
軸
『
¨
』
動
柾
『
詢
』
輌
¨

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

振
込
み
用
紙
の
記
載
に
つ
い
て

住
所
氏
名
を
記
入
の
際
は
、
恐
れ
入
り
ま

す
が
楷
書
で
の
記
入
と
フ
リ
ガ
ナ
の
記
載
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

住
所
変
更
を
さ
れ
る
方

変
更
後
の
住
所
。電
話
番
号
等
を
振
込
み

月
紙
に
記
入
す
る
際
は
、
「住
所
変
更
」と
朱

書
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会

活
動

に
ご
協

力

し

て
下
さ

る
方

を
、
役

員

一
同
切
望

し

て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
頂
け

そ
う

な
方

の
ご
推
薦

も
、
是
非

お
願

い
致

し
ま
す
。

そ

の
他
、

お
問
合

せ
等

は
左

記

に
ご
連
絡

お
願

い
致
し
ま
す
。

口
座
番
号
　
ｏ
３
８
よ
ユ
８
“

平
‐
い
∞
い
―
〇
〇
〇
Ｈ

横
浜
市
南
区
大
岡

ニ
ー
三

一
―

一

放
送
大
学
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
内

神
奈
川
同
窓
会
事
務
局

連
絡
先
　
¨
ｏ
８
出
”
プ
認
認

笠
　
井
　
政
　
記
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